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研究成果の概要（和文）：本研究では申請者らが標準化したQuality of Life (QoL) 評価指標を用いて，重度認
知症者のQoLに関連する因子を特定することを目的としていた。その結果，重度認知症者のQoL構造には
expression of comfortとexpression of discomfortの二つの因子があることが明らかとなった。QoLの総合点に
はBPSDと苦痛が寄与し，expression of comfort因子得点には日常生活活動と苦痛が寄与し，expression of 
discomfort因子得点にはBPSDと苦痛が寄与することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify factors associated with QoL in 
older persons with severe dementia, using the Quality of Life (QoL) assessment  standardized by our 
research team. The results revealed that there were two factors, expression of comfort and 
expression of discomfort, in the QoL structure of older people with severe dementia. The results 
showed that BPSD and pain contributed to the overall QoL score. The expression of comfort factor 
score was contributed to the activities of daily living and pain. The expression of discomfort 
factor score was contributed to BPSD and pain. 

研究分野： 認知症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症は発症数年後に重度のステージに至り、患者自身だけでなく家族や介護者に多大な困難さを引き起こす。
従来までは認知症の軽度から重度段階までのステージごとのアプローチは乏しかった。本研究により、重度認知
症者のQoLに関連する因子を特定し、軽度から中等度認知症者との差異を客観的に示すことで、根拠に基づく重
症度特異的な治療方針の提案に大きく貢献でき、リハビリテーション・ケア介入の選択肢を広げることができる
と期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

新オレンジプランでは認知症の早期段階から社会全体で支える基盤づくりが提唱される一方
で、重症化した認知症者への注目は少ない。ただし、認知症は発症数年後に重度のステージに至
り、患者自身だけでなく家族や介護者に多大な困難さを引き起こす。本邦でも、近年改定された
認知症疾患診療ガイドライン (2017) において、重度認知症者用の認知機能評価の記載が追加
され、この分野への興味が少しずつ集まっていた。 

認知症に特異的な QoL の構成概念がる唱され、それぞれの概念に沿った QoL 尺度が作成さ
れてきたなか、その多くは、認知機能障害が軽度であれば主観的側面を評価できるという前提の
もとで開発されている。 
 重度認知症者には、それらの評価尺度を応用し、家族等の対象者をよく知る介護者による代理
人評価を用いて QoL の評価が試みられてきたが、彼らの状態像は重度に障害された認知機能だ
けではない。痛みや呼吸困難などの合併症を有していることも多く、18 ヶ月以内の死亡率が
54.8%と指摘されている(Mitchell, 2009)。つまり、従来の構成概念ではこれらの要因を十分に考
慮されていない。そこで、申請者らの研究により重度認知症者の QoL 尺度 (QUALID-J)を本邦
に導入した(Nagata, 2018)。しかし、何が彼らの QoL を向上し、悪化させるのか、その因子が
まだ明らかとなっていない。従来から認知機能や日常生活機能が重視されてきたが、重度認知症
者においては、上述の通り状態像が異なるため、それら以外の因子を考慮する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、QUALID-J を用いて、認知機能と日常生活活動 (Activity of Daily Living: ADL)
だけでなく行動心理症状 (Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia: BPSD)、苦痛
や環境面との関連性を捉え、重度認知症者の QoL に影響を及ぼす因子を特定することを目的と
する。 
 
３．研究の方法 

本研究では Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders-5 (DSM-5) の診断基準に
従い、病歴、症状、神経学的所見および画像所見によって認知症と診断され、重症度を Clinical 
Dementia Rating (CDR)によって評価し、重度認知症（CDR3）と分類された対象者に、以下の
評価用紙を用いて対象者を評価した。 
QoL：日本語版 Quality of Life in Late Stage Dementia (QUALID-J) 
認知機能：Mini-Mental State Examination (MMSE)、Cognitive Test for Severe Dementia (CTSD) 
ADL：Physical Self-Maintenance Scale (PSMS) 
BPSD：Neuropsychiatry Inventory－Nursing Home version (NPI-NH) 
苦痛：Pain Assessment in Advanced Dementia (PAINAD) 
環境：Special Care Unit Environment Quality Scale (SCUEQS) 

QoL の下位因子を特定するために因子分析を行った。また QUALID-J の総合得点と下位因子
得点を従属変数とする重回帰分析を用いて、重度認知症者の QoL に寄与する因子を特定した。 
 
 
４．研究成果 

重度の認知症患者 105 名（女性 80 名，年齢 87.3±6.3 歳）を評価した。因子分析の結果、重
度認知症者の QoL 構造には expression of comfort と expression of discomfort の二つの因子があ
ることが明らかとなった。QoL の総合点には BPSD と苦痛が寄与し，expression of comfort 因
子得点には PSMS と PAINAD が寄与し，expression of discomfort 因子得点には NPI-NH と
PAINAD が寄与することが明らかとなった (表 1)。 

加えて、重度認知症者 48 名に対し、ベースライン時点とその 6 ヶ月後に QUALID-J を評価
し，総合得点ならびに QUALID-J の下位因子である discomfort 得点と comfort 得点の分析を行
った。縦断的変化の検定に Wilcoxon 符号順位和検定を用いた。 

その結果，対象者は 48 名（女性 38 名），年齢 87.5±7.59 歳，MMSE 平均得点は 3.5±3.9 点
であった。ベースラインと半年後の総点の平均は 27.0±7.05 点と 26.0±6.0 点，discomfort 得
点は 15.0±5.7 点と 12.5±4.9 点，comfort 得点は 9.5±2.2 点と 10.0±1.8 点であった。ベース
ラインおよび半年後の比較を行ったところ，QUALID-J 総点 (p = 0.341)，discomfort 得点 (p 
= 0.098) および comfort 得点 (p = 0.483) のいずれにおいても有意差が確認されなかった。
QUALID-J の総点およびその下位因子において有意な変化が確認できなかった。これは重度認
知症者の QoL が安定していた可能性がある。ただし，discomfort の下位因子は差の傾向が確認
できたことから，今後はより長期的な検討を行う必要がある。 
 
 
 



 
表 1. 重回帰分析 

 QUALID-J total 
QUALID-J 

Factor 1 (expression of 
comfort) 

QUALID-J 
Factor 2 (expression of 

discomfort) 

  β β β 

Sex -.072 .091 -.136 

Age -.128 -.154 -.043 

CTSD .013 -.044 .08 

PSMS -.158 -.246＊ -.017 

NPI-NH .416＊＊ -.029 .529＊＊ 

PAINAD .407＊＊ .355＊ .400＊＊ 

SCUEQS -.074 .007 -.101 

R2 0.443 0.235 0.541 
 
 
従来までは認知症の軽度から重度段階において、ステージごとのアプローチは乏しかった。認

知症の本研究により、重度認知症者の QoL に関連する因子を特定し、軽度～中等度認知症者と
の差異を客観的に示すことで、従来の経験に基づく QoL 向上を目指す治療方針から、根拠に基
づく重症度特異的な治療方針の提案に大きく貢献でき、リハビリテーション・ケア介入の選択肢
を広げることができると期待される。 
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